
 

 

地域活性化 
     研究報告会 

＜岡崎市内大学の研究者が地域活性化のための研究成果を発表します＞ 
 

日時 ３月１９日（月） １０時３０分～１２時 

会場 岡崎商工会議所 ４階 ４０２会議室 
 

●愛知学泉短期大学 
・「地域大学における地域との連携 ―藤川地区での取り組みを事例に―」  

生活デザイン総合学科 後藤 恵子 准教授（専門：食育、栄養相談）  
●愛知産業大学 
・「岡崎市における多様な働き方・働く場の創出についての研究」 

経営学部 総合経営学科 三田村 浩 准教授（専門：労働法、企業法）  
●人間環境大学 
・「額田地域における自然観光資源の再評価 ―生態知と生活知のシナジー」 

人間環境学部 環境科学科 立脇 隆文 助教（専門：動物生態学、野生動物保全学） 

         同   武田  淳  助教（専門：環境社会学） 
 

●岡崎女子短期大学 
・「保育者と保護者の働く意識について ―岡崎市における幼稚園・保育園を対象にして―」 

幼児教育学科 笹瀬 佐代子 准教授 （専門：ビジネスマナー、キャリアデザイン） 

   同   山下  晋   教授   （専門：幼児体育） 
 
 
 
主催 岡崎市 岡崎大学懇話会 NPO法人２１世紀を創る会・みかわ 岡崎商工会議所 
＜連絡先＞ 岡崎大学懇話会事務局（岡崎商工会議所内）岡田・松岡 電話０５６４－５３－６１９０ 
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岡崎大学懇話会事務局 宛 FAX：0564-57-2189 E-mail： okada@okazakicci.or.jp 

地域活性化研究報告会 
    

お名前 TEL FAX 所属（団体名・会社名・学校名等） 

    

    
※ご記入いただいた情報は、岡崎大学懇話会からの各種連絡・情報提供の為利用する他、発表者に参加者名簿として配付します。 

 

参加無料 

 

 

平成 29 年度産学共同研究助成 
 

どなたでもご参加いただけます！ 

 

mailto:okada@okazakicci.or.jp


 
 

※岡崎大学懇話会は、岡崎市内の大学（愛知学泉大学・愛知学泉短期大学、愛知産業大学・愛知産業大

学短期大学、人間環境大学、岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）で構成する組織です。それぞれの大

学の学問的特性を活かして、地域と地域産業の活性化を推進することを目的に活動しています。様々

な分野で連携させていただきますので、ご希望の方は事務局まで、ぜひご連絡ください。 

＜岡崎大学懇話会 事務局（岡崎商工会議所内）電話 ５３－６１９０＞ 
 

「地域大学における地域との連携 ―藤川地区での取り組みを事例に―」 

愛知学泉短期大学 生活デザイン総合学科 後藤 恵子 准教授（専門：食育、栄養相談） 

１０：３５ 

～ 

１０：５５ 

 

近年、「食」に関する産学・域学連携は、日本各地で盛んであるが、岡崎にある７大学に

おいては、発展途上である。岡崎には、八丁味噌をはじめ、たくさんの名産品を有してい

るが、全ての世代からそれらが支持を受けているとはいえない。そこで、本研究では、藤

川地区で行っている地域おこしの取り組みを事例に、「食」分野における岡崎の産学・域学

連携のモデルを構築したい。 

「岡崎市における多様な働き方・働く場の創出についての研究」 

愛知産業大学 経営学部 総合経営学科 三田村 浩 准教授（専門：労働法、企業法）  

１０：５５ 

～ 

１１：１５ 

 

岡崎市に必要な雇用環境を明らかにし、多様な働き方への対応に向けて検討する。さら

に、ヒアリング調査等により、同じように取り組んでいる青森県等を中心とした他の地域

での成功事例や画期的な取り組みを参考にしながら、地方の実情に合わせた施策の在り方

と岡崎での具体的な事業や方策についても提案を試みたい。 

「額田地域における自然観光資源の再評価 ―生態知と生活知のシナジ―」 

人間環境大学 人間環境学部 環境科学科 立脇 隆文 助教（専門：動物生態学、野生動物保全学） 

                        武田 淳 助教（専門：環境社会学） 

１１：１５ 

～ 

１１：３５ 

 

岡崎市では、「水と緑豊かな自然とふれあえるまち」を目指すことを環境基本計画の目標

に捉えており、この目標へ向けて自然環境保護区や公園など、「自然とふれあう場所」の整

備が進められている。こうした施設の活用方法を検討する中で、エコーリズムの役割に期

待が向けられている。そこで、本研究では、地域の自然資源と文化資源の再評価を行いつ

つ、観光としての活用方法を提案することを目的とする。 

「保育者と保護者の働く意識について ―岡崎市における幼稚園・保育園を対象にして―」 

岡崎女子短期大学 幼児教育学科 笹瀬 佐代子 准教授（専門：ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ、ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ） 

               山下  晋  教授 （専門：幼児体育） 

１１：３５ 

～ 

１１：５５ 

 

現在、教育・学習支援業の離職率は、15.6%と高くなっている（厚労省 2015）。このこと

は保育の質の低下につながる深刻な問題であり、解決は急務である。そこで本研究では、

女性の職業生活における活躍の推進のため、保育職従事者及び保護者の職業に対する理想

と現状、その課題を分析するとともに、多様な働き方・働く場の創出の方策を検討する。 


